















【はじめに】Ａ部署では、卒後 2 年目の看護師は、卒後 1 年目のプ
リセプター制を終えると独り立ちする。私たちは専門職として、質
の高い看護を提供するために自己研鑽していくことが望まれる。し
かし、卒後 2 ～ 3 年目看護師の学ぶ姿勢には個人差があり、看護実
践能力の伸び悩みを感じていた。学習は個人の自主性に任されてい
たため、部署での継続教育への支援が必要だと考えた。そこで、そ
の取り組みの一つとして、まずは卒後 2 ～ 3 年目看護師それぞれが、
自己の実践事例を振り返ることで経験知を導き出すと共に、臨床判
断の発達を促せるよう取り組むことにした。
【目的】卒後 2 ～ 3 年目看護師への継続教育として看護過程の振り
返りへの介入をし、その成果を明らかにする。


























































































評価から , リーダーシップ研修の効果をまとめた .
【結論】参加者 14 名　臨床経験　約 8 年取り組んだ課題　経過終了
後の自己評価および上司の評価等、詳細は発表に替えたい
